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例　　言

1本書は、佐久市土地開発公社による市道改良（市道39－67）に伴う、埋蔵文化財発掘調査の

調査報告書である。

2　調査委託者　　　佐久市大字中込30誠　　佐久市土地開発公社

3　調査受託者　　　佐久市大字中込305　　佐久市教育委員会　依田　英夫

4　遺　跡　名　　　　戸坂遺跡群　四ツ塚遺跡Ⅱ（TYMⅡ）

5　発掘調査所在地積　佐久市大字新子田字供養塚糾1－3外8筆

6　調査期間及び面積　平成11年6月8日～平成11年6月11日（現場作業）

平成11年6月14日～平成12年3月31日（整理作業）

開発面積1，017．5Id

調査面積　　320扇

7　本調査は森泉かよ子が行った。

8　編集・執筆は上原学が行った。

9　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺跡の略称　TYMⅡ

2　遺趣の略称　竪穴住居址－H　　掘立柱建物址－F　　土坑－D

3　遺構の縮尺　竪穴住居址・掘立柱建物址・土坑1／80・

4　遺構の標高は各遺構図版上に明記。

5　土層・遺物の色調は1988年度版「新版　標準土色帖」を使用。

6　調査区グリッドは公共座標に基づき大グリッド亜×40m、小グリッド4×4mに設定。
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　立地と経過

戸坂遺跡群四ツ塚遺跡は佐久市大字新子田地積に所在し、湯川の東に広がる標高704m内外の台

地東端付近に位置する。また調査区の北東には四ツ塚遺跡Iが所在し、平成10年度に発掘調査が

行われ、奈良時代の住居址5軒、古墳跡1基、満状遺構が確認されている。

今回、佐久市土地開発公社による道路改良事業が行われることとなり、開発地域における遺構

の存在を確認するため、平成11年4月に試掘調査を行った。その結果、古代の竪穴住居址が認め

られたため、佐久市教育委員会が主体となり、遺構の記録保存を目的として発掘調査を行う運び

となった。

－1－

四ツ塚遺跡Ⅱ位置図（1：1（粗（畑）



戸坂遺跡群四ツ塚遺跡Ⅱ位置図（1：10，（Xカ）

第2節　調査体制

教　　育　　長　依田　英夫

教　育　次　長　小林　宏造

文化財課長　草間　芳行

文化財係長　荻原　一馬

文　化　財　係　林　幸彦　須藤　隆司　小林　眞寿　羽毛田　卓也　冨沢　一明

上原　学　出澤　力　山本　秀典

調　査　主　任　佐々木　宗昭　森泉　かよ子

調査担当者　森泉　かよ子

調　　査　　員　上原　幸子　花里　四之助　花里　三佐子　水間　雅義
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第3節　調査の概要

四ツ塚遺跡Ⅱの調査によって、竪穴住居址2軒を検出した。H1号住居址は、北側は調査区外

となり、南3分の2が調査可能であった。壁高は70cm前後と深く、かまどは認められなかった。

出土遺物の特徴から7世紀末頃と考えられる。H2号住居牡は、遺構の全体が調査可能であった。

壁高は30cm前後を測り、北壁中央にかまどを構築していた。時期は、6世紀後半ともとれる坪が

認められるが、長胴賓の様相がやや時代を下ることから本遺跡では7世紀前半としておく。

四ツ塚遺跡Ⅱ検出遺構

竪穴住居址　2軒　H1号住居址　古墳時代（7世紀末頃）掘立柱建物吐　1棟

H2号住居址　古墳時代（7世紀前半）

四ツ塚遺跡Ⅱ出土遺物

土師器（古墳）坪・賓・高坪

須恵器（古墳）坪

第Ⅱ章　基本層序

四ツ塚遺跡Ⅱは西方の田切り地形及び東方の香坂川によって分断された標高7似m内外の台地

上に位置する。

発掘調査における層序は3層認められた。I層は黒褐色の表土（耕作土）で、Ⅱ層は表土とロー

ムに挟まれた褐色土、Ⅲ層は黄褐色のローム土である。このうち遺構はⅡ層上面において検出可

能であった。

基本層序模式図

IlOYR2／3　黒褐色土層　耕作土

Ⅱ10YR4／6　褐色土層　ローム主体。軽石、黒色土含む。

Ⅲ10YR6／8　明黄褐色土層　ローム、軽石を多く含む。

－3－
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第Ⅲ章　遺構と遺物

3　にぷい黄褐色土層（10YR4／3）ローム粒子多量・パミス含む。

4褐色土層（10YR4／4）ローム粒子多量・パミス含む。

5　黒褐色土層（10YR3／2）ローム粒子・パミス含む。

6褐色土層（10YR4／4）ローム粒子多く・パミス含む。

B′　7暗褐色土層（10YR3〟）柱痕。

8　にぷい黄褐色土層（10YR6／4）ローム主体。（ピット掘方埋土）

9褐色土層（10YR4／4）ローム粒子含む。

10黄褐色土層（10YR5／6）ローム主体。上面に厚さ

1cm程の暗褐色（10YR3／4）ローム

多く含む。やや締まる。（貼り床）

11褐色土層（10YR〟4）暗褐色土ブロック・ロームブロック混在土。　13暗褐色土層（10YR3／3）黒褐色七ブロック・ローム粒子多く含む。

12黒褐色土層（10YR2／2）ロームブロック・黒褐色土ブロック混在土。　14暗褐色土層（10YR3／4）ローム粒子多く含む。

H1号住居址実測図

遺構ぬ 検出位置 形　 態 かまど位置 時　 期 柱　 穴（個） 貼り床（m ） 掘　 方（皿） 出土遺物 重 複 遺 構

H l ・D －あー3 方　 形 不明 7 C 末頃 3 ＋1 2 ～4 0～16 土師器 北側調査区外

規

模

cm 壁長 壁高
遺構は調査区中央に位置する。壁高は56～70cm と深く、やや外傾ぎみに立ち上がる。床面は1 cm前

北壁 － － 後の厚さで貼り床されしまっている。ピットは床面上から4 個確認でき、このうちP l～ P 3 が主柱

南壁 534 50 穴と思われる。また遺構セクション図からP lの柱痕と考えられる土層Nn 7 が、床面上部まで達 して

東壁 （346） 70 いることが確認できた。かまどは認められなかったが、北側が調査区外であるため北かまどの可能性

が高い。掘方は住居中央は高く残し、この周囲を20cm内外掘り込んでいた。
西壁 （328） 62

遺物は土師器の杯 ・嚢・高塀が出土した。図示できたのは8点である。

H1号住居吐観察表
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闇

H1号住居址出土遺物実測図

。二二〆ア

＝「l‾三

番号器　種器　形口径cm底径m器高cm 調　　　　　　　整 残存率％焼　成色　調備　考

1 土師器杯（11．6）丸底3．2外面　底部付近へラ削り
内面　パケ

45 良好5YR6／4
鈍い橙色

2 土師器高杯（18．0）－－外面　へラ削り内面　ミガキ
杯部　20良好5YR5／6

明赤褐色

3 土師器杯（12．8）－－外面　へラ削り内面　ナデ
20 良好5YR6／4

鈍い橿色

4 須恵器杯（12．2）（7．0）3．6内外面　ロクロナデ
底部　回転へラ切り

55 良好 5Y6／1
灰色

5 土師器高塔－－－外面　ナデ
脚部の

一部

良10YR2／2
黒褐色

6 土師器蛮（23．2）－－
内外面　ミガキ　ロ縁表　ナデ

口縁裏　ミガキ

口縁の

一部

良好5YR4／4
鈍い赤褐色

7 土師器聾－（10．6）－外面　へラ削り
底部の

一部

良5YR5／6
明赤褐色

8 土師器蛮－－－外面　へラ削り後ミガキ内面　へラナデ
休部の

一部

良5YR4／6
赤褐色

H1号住居址出土遺物観察表
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H2号住居址

1暗褐色土層（10YR3／3）

2黒褐色土層（10YR3／2）

3黒褐色土層（10YR2／2）

4暗褐色土層（10YR3／3）

5　暗褐色土層（10YR3／4）

6黒褐色土層（10YR3／2）

7　暗褐色土屑（10YR3／4）

8暗褐色土層（10YR3／4）

9　褐色土層（10YR4／4）

ローム粒子多量黒色土ブロック含む。

カマド粘土崩壊層。

ブロック・にぷい黄褐色（10YR5／4）ロームブロック混在土。

ローム粒子多く含む。

ローム粒子多く含む。（周溝土）

柱痕。ローム粒子多く含む。

柱痕。ローム粒子多く含む。

ロームブロック・暗褐色ブロック混在土

ローム主体に暗褐色細ブロック含む。

H2号住居址実測図

10　褐色土層（10YR4／6）　ローム主体。

11黒褐色土層（7．5YR2／2）粘土ブロック・暗褐色土混在土。

12　褐色土層（7．5YR4／6）焼土。

13黒褐色土層（7．5YR3／2）粘土。

14暗褐色土層（10YR3／4）ロームブロック・黒褐色土ブロック混在。

15暗褐色土層（10YR3／3）ローム粒子多く含む。

16褐色土層（7．5YR4／6）ローム主体。

17褐色土層（10YR4／6）貼り床。暗褐色土細ブロック含む。

18　褐色土層（10YR4／6）暗褐色土ブロック含む。

19　にぷい黄橙色土層（10YR6／4）ローム主体。

遺構‰ 検出位置 形　 態 かま ど位置 時　 期 柱　 穴 （個） 貼 り床 （皿） 掘　 方（cm ） 出土遺物 重 複 遺 構

H 2 C －か－3 方　 形
北壁中央 7 C 前半 2 ＋ 3 2 ～ 5 6 ～18 土師器

遺構 は調査区東 に位置す る。壁高 は19～35皿を測 り、やや外傾気味に立ち上が る。床面 は 1～ 2 cm

規

模

cm 壁　 長 壁　 高 前後の厚 さで貼 り床 され、かま ど前面付近は堅 くしま っている。壁際には幅14 cm、深 さ10 m 内外 の周

北壁 444 30 溝が存在す る。 ピッ トは床面上で 5 個確認でき、 この うち P l ・P 2 が主柱穴で ある。 また遺構 セク

ション図か らP l の柱痕 と考え られ る土 層‰ 6 が遺構確認面まで達 してい ることが認 められた。か ま
南壁 446 35

どは北壁中央に構築 されてい る。柚は北壁か ら住居内に火 床を挟み込むよ うに50cm 程度入 り込 み、先
東壁 396 28 ． 端部 に扇平な石材を補強 として埋め込んでいる。近 くには、焚 き口部の天 井石 と思われ る長方形 の石

西壁 424 19 が横たわ っていた。火床には厚 さ6 cm の焼土が堆 積 していた。掘方 は中央 がやや高 く壁際を浅 く掘 り

込んでいた。

遺物は土師器の杯 ・嚢 ・壷が 出土 した。図示できたのは 7点であ る。

H2号住居址観察表
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焉　〒召

こ＿＿ニ：

H2号住居吐出土遺物実測図

玩グ＼＼℃良二♂：

番号 器　 種 器　 形 口径 皿 底径皿 器高 皿 調　　　　　　　 整 残存率 ％ 焼　 成 色　 調 備　 考

1 土師器 杯 （13．7） 丸底 5．3 底部周辺　 へ ラ削 り
内面　 ミガキ

80 良 10Y R 4／3
褐色

2 土師器 杯 （15．0） － － 底部周辺　 へ ラ削 り
内面　 ミガキ

15 良 10Y R 4／3
褐色

3 土師器 蛮 － （6．0） － 内面　 へラナデ　 外面　 へラ削 り
底部　 木葉痕

底部　 50 良 10Y R 3／3
暗褐色

4 土師器 ＝土ご竺E － （9．0 ） － 外面　 へラ削 り 底部の

一部

良 10Y R 3 ／3
暗褐色

5 土師器 広 口壷 12．0 7．8 11．5 外面　 へ ラ削 り　 内面　 パケ
底部　 へ ラ削 り

85 良 5Y R 4 ／4
鈍い赤褐色

表面薄利
激 しい

6 土師器 嚢 － － － 外面　 へ ラ削 り
内面　 へ ラナデ

休部の

一部

良 5Y R 4／4
鈍い赤褐色

7 土師器 蛮 （16．38） － － 外面　 へ ラ削 り
内面　 へ ラナデ

40 良 5Y R 4／4
鈍い赤褐色

H2号住居址出土遺物観察表

－8－



第2節　掘立柱建物址

A

掘立柱建物址実測図

⑥
1黒色土屑（10YRl．7／1）ローム・パミス少し含む。

2　褐色土屑（10YR4／4）ローム主体。

704．90m

（1：80） 2m

検　出　位置 形　　　 態 規　模（間）

C－こ－3 － －
ピ　ッ　ト　形　態 ピット規模（直径×深さ）cm

円　　形 P1－48×40

ピット間隔（m） P2－43×41
0．92

出　土遺物

備　　　 考

掘立柱建物址観察表

まとめ

戸坂遺跡群における調査は、近年では平成10年度に四ツ塚遺跡Ⅱの北東に位置する四ツ塚遺跡

I及び、北西に位置する供養塚遺跡の調査が行われ、奈良時代の集落の一部と考えられる竪穴住

居址群（8世紀第一四半期）が確認されている。四ツ塚遺跡I・供養塚遺跡の住居蛙は、各遺跡

の調査区北寄りに集中し、四ツ塚遺跡Ⅱからは北方に60～80mの東西ライン上に点在していた。

それ以南には溝状遺構が確認されたものの、古代の住居址は認められなかった。よって、奈良時

代の集落は四ツ塚遺跡I・供養塚遺跡の南には存在せず、北に展開するものと考えられた。今回、

南に位置する四ツ塚遺跡Ⅱの調査が行われ、古墳時代後期の竪穴住居址2軒、掘立柱建物蛙の一

部と思われるピット2個が確認できた。これらの住居蛙は7世紀前半と7世紀末頃の住居蛙と考

えられ、北に存在する住居址群が8世紀第一四半期であることから若干時代が遡る。このことか

ら、四ツ塚遺跡I・供養塚遺跡で発見された奈良時代の住居址群は予想通り南方向には展開しな

い可能性が強くなった。しかし、新たに古墳時代後期の住居址が確認されたことによって、戸坂

遺跡群内における集落の変遷を考える上で貴重な調査結果となった。おそらく古墳時代後期には

すでに四ツ塚遺跡Ⅱの所在する台地の南端付近には集落が形成され、奈良時代に至って四ツ塚遺

跡I・供養塚遺跡周辺に集落が移転または新たに形成されていったのではないだろうか。

また、遺跡の東には四ツ塚古墳が所在し、さらに四ツ塚遺跡Iの調査においても7世紀末に築

造されたと考えられる古墳跡が認められたことから、今回発見された7世紀代の住居址との関わ

りも興味深い。
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四ツ塚遺跡Ⅱ周辺航空写真（垂直）
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Hl号住居址全景（東から）

H1号住居址堀方全景（東から）
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H2号住居址堀方全景（西から）

rr▼▼、l－、
し

甘‾∴1∴－‘一一

澄霊、告哀感諒

．■‘

H2号住居址かまど堀方（南から）
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掘立柱建物址全景（北から）

試掘風景（1）

試掘風景（H1号住居址検出状況）

－14－

試掘風景（2）

試掘風景（H2号住居址検出状況）
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